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１．はじめに  

 東日本高速道路株式会社では，現在，常磐自動車道

の４車線化事業区間における二期線の設計及び施工が

進められている．本稿では，浪江 IC～南相馬 IC 間に

位置する室原橋（ＰＣポータルラーメン橋（２主版桁））

の橋梁詳細設計を実施するにあたり，橋台高の高い逆

T 式橋台における基礎形式の選定について報告するも

のである。 

２．橋梁諸元  

橋梁一般図を図-1に，橋梁諸元を以下に示す． 
・橋 長：34.000m 
・全 幅 員：11.650m 
・橋 梁 形 式：ＰＣポータルラーメン橋（２主版桁） 
・下部工形式：逆Ｔ式橋台（高さ A1-17.5m，A2-17m） 
・基礎工形式：鋼管ソイルセメント杭φ1500/1300 
３．基礎形式の選定  

(1)一期線の基礎形式：一期線の詳細設計では，鋼管ソ

イルセメント杭と場所打ち杭について杭種比較を行い，

経済性に優れる「鋼管ソイルセメント杭」を採用して

いた．しかし，下部工工事において，鋼管ソイルセメ

ント杭では，中間層に存在した玉石・転石等により通

常施工ができない状況となったため，全周回転掘削工

法を補助工法として使用されていた． 

(2)二期線の地盤条件に対して適用性の高い基礎形式：

二期線設計用のボーリング調査結果では，中間層に最

大礫径として 750mm 程度想定されることから，一期

線で採用されている「鋼管ソイルセメント杭工法」は

適用性が低く，「場所打ち杭工法（オールケーシング工

法）」の適用性が高い状況であった．そのため，本橋で

は，二期線の地盤条件に対して適用性が高い「場所打

ち杭工法」について，杭径・杭本数の検討を実施した． 

４．場所打ち杭の検討  

(1)杭配置条件：二期線の最小杭間隔は，橋軸直角方向

に杭列を増やした場合の二期線外側の用地境界への影

響や，橋軸方向に杭列を増やした場合の裏込め土の荷

重増の影響も考慮し，群杭の影響を考慮した場合の

2.0D1)とした．また，二期線の一期線境界側の杭は，一

期線の杭との最小杭間隔 2.5D を確保し，かつ全周回転

掘削機が土留め壁に干渉しない位置とした．杭径・杭

本数は，「第 1 案：φ1500-3x4=12 本（一期線と同径・

同本数」，「第 2 案：φ1500-4x4=16 本」，「第 3 案：φ

2000-3x3=9 本」とし，杭配置と底版の前趾と後趾の長

さをパラメータとして照査を満足する配置・形状がな

いか検討を実施した． 

(2)検討結果：場所打ち杭での照査結果を表-1に示す． 
杭の照査は，橋軸直角方向に杭列を増やした場合，最

小杭間隔の 2.0D にしても竪壁中心と杭群中心の偏心

が発生するため，その偏心量（支持力の分担比率）を

考慮して実施した．場所打ち杭では全ての検討案にお

いて，押込み力の支持力照査を満足しない結果となっ

た． 

 キーワード 二期線，ＰＣポータルラーメン橋，場所打ち杭，鋼管ソイルセメント杭，周面摩擦力度 
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図-1 橋梁一般図 
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(3)場所打ち杭で支持力照査を満足しない要因： 

＜周面摩擦力度の影響＞本橋は，底版下面から支持層

までの深さが 10m 程度と比較的浅い．支持層（軟岩）

への根入れ分の周面摩擦力度は考慮しないため，底版

下面から支持層まで考慮できる周面摩擦力度の特性値

が影響する．また，本橋は，現況水路が一期線の底版

上面に設置されているため，二期線の底版上面は一期

線がコントロールとなり，二期線の底版が厚くなると

底版下面の位置を下げることになる．そのため，底版

が厚くなると支持力（周面摩擦力度）に影響する． 

＜竪壁中心と杭群中心の偏心の影響＞支持力を増やす

ために橋軸方向のみに杭を増やすと裏込め土の影響が

大きくなり，剛体照査により底版も厚くなることで収

束しないため，橋軸直角方向に杭を増やす必要がある．

その場合，竪壁中心と杭群中心の偏心が発生する影響

で照査を満足しない． 

５．鋼管ソイルセメント杭の検討  

場所打ち杭で照査を満足しない要因を踏まえ，一期

線の施工実績も参考に，補助工法に中間層の玉石を除

去する全周回転掘削工法を採用するものとし，同一杭

径及び杭長の場所打ち杭よりも周面摩擦力度が大きい

「鋼管ソイルセメント杭工法」で「φ1500-3x4=12 本」

の検討を実施した． 

(1)検討内容：杭間隔は 2.5D とし，底版は「一期線と

同形状案」と「橋脚配置案」で検討を実施した． 

(2)検討結果：鋼管ソイルセメント杭での照査結果を表

-2に示す．底版の後趾を短くし，裏込め土の荷重を軽

減した「橋脚配置案」において，全ての照査を満足す

る結果となった． 

６．まとめ  

本設計では，以上の検討結果より「鋼管ソイルセメ

ント杭工法（補助工法：全周回転掘削工法）を採用す

るに至った．本橋は岩盤を支持層とし，杭先端の極限

支持力度が上限値で底版下面から支持層までの深さが

浅いため，より周面摩擦力度が大きい工法に優位性が

あり，地盤条件として適用性の高い基礎形式では構造

が成立しない設計事例であった．本報告が今後の橋梁

設計の参考になれば幸いである． 

【参考文献】1)東・中・西日本高速道路株式会社：設計要

領第二集 橋梁建設編，2017.7 

表-2 鋼管ソイルセメント杭での照査結果（変動作用） 

表-1 場所打ち杭での照査結果（変動作用） 

kN 6251 ＞ 5767 108% 6362 ＞ 5533 115% 5063 ≦ 5752 88% 6041 ＞ 5533 109% 11584 ＞ 9870 117% 12943 ＞ 9556 135%

kN 6251 ≦ 11200 56% 6362 ≦ 11170 57% 4688 ≦ 9765 48% 4951 ≦ 9754 51% 8193 ≦ 15860 52% 8926 ≦ 15815 56%

Myd kN･m 87959 ≦ 98240 90% 93604 ≦ 98240 95% 90316 ≦ 102970 88% 97064 ≦ 107891 90% 72840 ≦ 83468 87% 79359 ≦ 98240 81%

Mud kN･m 87959 ≦ 91292 96% 93604 ＞ 91292 103% 90316 ≦ 95688 94% 97064 ≦ 100123 97% 72840 ≦ 77536 94% 79359 ≦ 91292 87%
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